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問
もんだい

題 5　2016 年
ねん

（平
へいせい

成 28 年
ねん

）に閣
かくぎけってい

議決定された，「ニッポン一
いちおくそうかつやく

億総活躍プラン」にあ

る「地
ちいききょうせいしゃかい

域共生社会の実
じつげん

現」に関
かん

する記
きじゅつ

述として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　日
にほんがたふくししゃかい

本型福祉社会の創
そうぞう

造

2　我
わ

が事
こと

・丸
まる

ごとの地
ちいき

域づくり

3　健
けんこう

康で文
ぶんかてき

化的な最
さいていげんど

低限度の生
せいかつ

活の保
ほしょう

障

4　社
しゃかいほしょう

会保障と税
ぜい

の一
いったいかいかく

体改革

5　皆
かいほけん

保険・皆
かいねんきんたいせい

年金体制の実
じつげん

現

問
もんだい

題 6　2019 年
ねん

（平
へいせい

成 31 年
ねん

，令
れいわがんねん

和元年）の日
にほん

本の世
せたい

帯に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　平
へいきんせたいじんいん

均世帯人員は， 3人
にん

を超
こ

えている。

2　世
せたいすう

帯数で最
もっと

も多
おお

いのは， 2
ふたりせたい

人世帯である。

3　単
たんどくせたい

独世帯で最
もっと

も多
おお

いのは，高
こうれいしゃ

齢者の単
たんどくせたい

独世帯である。

4　母
ぼ し せ た い す う

子世帯数と父
ふ し せ た い す う

子世帯数を合
がっさん

算すると，高
こうれいしゃせたいすう

齢者世帯数を超
こ

える。

5　全
ぜんこく

国の世
せたいそうすう

帯総数は， 7千
せんまん

万を超
こ

えている。

社
しゃかい

会の理
り か い

解
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問
もんだい

題 7　2015 年
ねん

（平
へいせい

成 27 年
ねん

）以
いこう

降の日
にほん

本の社
しゃかいふくし

会福祉を取
と

り巻
ま

く環
かんきょう

境に関
かん

する次
つぎ

の

記
きじゅつ

述のうち，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　人
じんこう

口は，増
ぞうかけいこう

加傾向にある。

2　共
ともばたら

働き世
せたいすう

帯数は，減
げんしょうけいこう

少傾向にある。

3　非
ひせいきこようろうどうしゃすう

正規雇用労働者数は，減
げんしょうけいこう

少傾向にある。

4　高
こうれいせだい

齢世代を支
ささ

える現
げんえきせだい

役世代（生
せいさんねんれいじんこう

産年齢人口）は，減
げんしょうけいこう

少傾向にある。

5　日
にほん

本の国
こくみんふたんりつ

民負担率は，ＯＥＣＤ加
かめいこく

盟国の中
なか

では上
じょうい

位にある。

（注
ちゅう

）　ＯＥＣＤとは，経
けいざいきょうりょくかいはつきこう

済協力開発機構（Organisation for Economic Co-operation 

and Development）のことで，2020 年
ねん

（令
れいわ

和 2 年
ねん

）現
げんざい

在 38 か国
こく

が加
かめい

盟している。

問
もんだい

題 8　次
つぎ

のうち，2020 年
ねん

（令
れいわ

和 2 年
ねん

）の社
しゃかいふくしほうとう

会福祉法等の改
かいせい

正に関
かん

する記
きじゅつ

述として，

最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　市
しちょうそん

町村による地
ちいきふくしけいかく

域福祉計画の策
さくてい

定

2　入
にゅうしょしせつ

所施設の重
じゅうてんてき

点的な拡
かくじゅう

充

3　医
いりょう

療・介
かいご

護のデータ基
きばん

盤の整
せいび

備の推
すいしん

進

4　市
しちょうそんちょくえい

町村直営の介
かいご

護サービス事
じぎょう

業の整
せいびかくじゅう

備拡充

5　ロボット等
とう

の機
きかい

械の活
かつよう

用から人
ひと

によるケアへの転
てんかん

換

（注
ちゅう

）　2020 年
ねん

（令
れいわ

和 2 年
ねん

）の社
しゃかいふくしほうとう

会福祉法等の改
かいせい

正とは，「地
ちいききょうせいしゃかい

域共生社会の実
じつげん

現のため

の社
しゃかいふくしほうとう

会福祉法等の一
いちぶ

部を改
かいせい

正する法
ほうりつ

律（令
れいわ

和 2 年
ねんほうりつだい

法律第 52 号
ごう

）」をいう。



6

問
もんだい

題 9　Ｃさん（78 歳
さい

，男
だんせい

性，要
ようしえん

支援 1）は，公
こうてきねんきん

的年金（月
げつがく

額 19 万
まんえん

円）で公
こうえいじゅうたく

営住宅の 

3 階
かい

で一
ひ と り ぐ

人暮らしをしている。妻
つま

と死
し べ つ ご

別後も通
つうしょがた

所型サービスを利
りよう

用し，自
じすい

炊を楽
たの

し

みながら生
せいかつ

活している。最
さいきん

近，膝
ひざ

の具
ぐあい

合がよくないこともあり，階
かい

段
だん

の上
のぼ

り下
お

りが

負
ふたん

担になってきた。そこで，転
てんきょ

居について，通
つうしょがた

所型サービスのＤ介
かい ご ふ く し し

護福祉士に相
そうだん

談

をした。

次
つぎ

のうち，Ｄ介
か い ご ふ く し し

護福祉士がＣさんに紹
しょうかい

介する住
す

まいの場
ば

として，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　認
にんちしょうたいおうがたきょうどうせいかつかいご

知症対応型共同生活介護（認
にんちしょうこうれいしゃ

知症高齢者グループホーム）

2　介
かいごつきゆうりょうろうじん

護付有料老人ホーム

3　軽
けいひろうじん

費老人ホームＡ型
がた

4　サービス付
つ

き高
こうれいしゃむ

齢者向け住
じゅうたく

宅

5　養
ようごろうじん

護老人ホーム

問
もんだい

題 10　介
かいごほけんせいど

護保険制度の保
ほけんきゅうふ

険給付の財
ざいげんこうせい

源構成として，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　保
ほけんりょう

険料

2　公
こうひ

費

3　公
こうひ

費，保
ほけんりょう

険料，現
げんえきせだい

役世代からの支
しえんきん

援金

4　公
こうひ

費，第
だいいちごうほけんりょう

一号保険料

5　公
こうひ

費，第
だいいちごうほけんりょう

一号保険料，第
だいにごうほけんりょう

二号保険料
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問
もんだい

題 11　「2016 年
ねん

（平
へいせい

成 28 年
ねん

）生
せいかつ

活のしづらさなどに関
かん

する調
ちょうさ

査（全
ぜんこくざいたくしょうがいじ

国在宅障害児・

者
しゃとうじったいちょうさ

等実態調査）」（厚
こうせいろうどうしょう

生労働省）における身
しんたいしょうがい

体障害，知
ちてきしょうがい

的障害，精
せいしんしょうがい

神障害の近
きんねん

年の

状
じょうきょう

況 に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　最
もっと

も人
にんずう

数の多
おお

い障
しょうがい

害は，知
ちてきしょうがい

的障害である。

2　施
しせつにゅうしょしゃ

設入所者の割
わりあい

合が最
もっと

も高
たか

い障
しょうがい

害は，身
しんたいしょうがい

体障害である。

3　在
ざいたく

宅の身
しんたいしょうがいしゃ

体障害者のうち，65 歳
さいいじょう

以上の割
わりあい

合は 7割
わり

を超
こ

えている。

4　在
ざいたく

宅の知
ちてきしょうがいしゃ

的障害者の数
かず

は，減
げんしょうけいこう

少傾向にある。

5　精
せいしんしょうがいしゃ

神障害者の 8割
わり

は，精
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう

神障害者保健福祉手帳を所
しょじ

持している。

問
もんだい

題 12　Ｅさん（30 歳
さい

，女
じょせい

性，知
ちてきしょうがい

的障害，障
しょうがいしえんくぶん

害支援区分 2）は，現
げんざい

在，日
にっちゅう

中は特
とくれい

例 

子
こがいしゃ

会社で働
はたら

き，共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助（グループホーム）で生
せいかつ

活している。今
こんご

後，一
ひ と り ぐ

人暮ら

しをしたいと思
おも

っているが，初
はじ

めてなので不
ふあん

安もある。

次
つぎ

のうち，Ｅさんが安
あんしん

心して一
ひ と り ぐ

人暮らしをするために利
りよう

用するサービスとして，

適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　行
こうどうえんご

動援護

2　同
どうこうえんご

行援護

3　自
じりつくんれん

立訓練（機
きのうくんれん

能訓練）

4　自
じりつせいかつえんじょ

立生活援助

5　就
しゅうろうけいぞくしえん

労継続支援
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問
もんだい

題 13　重
じゅうどほうもんかいご

度訪問介護に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　外
がいしゅつじ

出時における移
いどうちゅう

動中の介
かいご

護も含
ふく

まれる。

2　知
ちてきしょうがいしゃ

的障害者は対
たいしょう

象にならない。

3　利
りようしゃ

用者が医
いりょうきかん

療機関に入
にゅういん

院した場
ばあい

合，医
いりょうきかん

療機関で支
しえん

援することはできない。

4　訪
ほうもんかんご

問看護の利
りようしゃ

用者は対
たいしょう

象にならない。

5　障
しょうがい

害が視
しかくしょうがい

覚障害のみの場
ばあい

合でも利
りよう

用できる。

問
もんだい

題 14　「成
せいねんこうけんかんけいじけん

年後見関係事件の概
がいきょう

況（令
れいわ

和 2 年
ねん

1 月
がつ

～12 月
がつ

）」（最
さいこうさいばんしょじむそうきょく

高裁判所事務総局 

家
かていきょく

庭局）における，成
せいねんこうけんにんとう

年後見人等として活
かつどう

動している人
ひと

が最
もっと

も多
おお

い職
しょくしゅ

種として，

正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　行
ぎょうせいしょし

政書士

2　司
しほうしょし

法書士

3　社
しゃかいほけんろうむし

会保険労務士

4　精
せいしんほけんふくしし

神保健福祉士

5　税
ぜ い り し

理士

問
もんだい

題 15　保
ほけんじょ

健所に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　保
ほけんじょ

健所の設
せっち

置は，医
いりょうほう

療法によって定
さだ

められている。

2　保
ほけんじょ

健所は，全
すべ

ての市
しちょうそん

町村に設
せっち

置が義
ぎ む

務づけられている。

3　保
ほけんじょ

健所は，医
いりょうほうじん

療法人によって運
うんえい

営されている。

4　保
ほけんじょ

健所の所
しょちょう

長は，保
ほ け ん し

健師でなければならない。

5　保
ほけんじょ

健所は，結
けっかく

核（tuberculosis）などの感
かんせんしょう

染症の予
よぼう

防や対
たいさく

策を行
おこな

う。
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問
もんだい

題 16　生
せいかつ ほ ご せ い ど

活保護制度に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさ

い。

1　生
せいかつほご

活保護の給
きゅうふほうほう

付方法には，金
きんせんきゅうふ

銭給付と現
げんぶつきゅうふ

物給付がある。

2　生
せいかつほご

活保護の申
しんせい

請は，民
みんせいいいん

生委員が行
おこな

う。

3　生
せいかつほごほう

活保護法は，日
にほんこくけんぽうだい

本国憲法第 13 条
じょう

にある幸
こうふくついきゅうけん

福追求権の実
じつげん

現を目
もくてき

的としている。

4　生
せいかつほご

活保護を担
たんとう

当する職
しょくいん

員は，社
しゃかいふくしし

会福祉士の資
しかく

格が必
ひつよう

要である。

5　生
せいかつほご

活保護の費
ひよう

用は，国
くに

が全
ぜんがく

額を負
ふたん

担する。


